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はじめに：ヘルスプロモーションの様々な手法を実
践するためには、理論だけでなく技術の習得が必
要である。ＰＲＥＣＥＤＥ・ＰＲＯＣＥＥＤｍｏｄｅｌはヘル
スプロモーションの実践手法としてＧｒｅｅｎらによっ
て開発され、日本では一昨年訳本が出版され広く
周知されるようになった。演者らはこのモデルを実
践するための演習プログラムを開発し、昨年度全
国約２０ケ所、約１０００名を対象に演習を行った。
今回はこの演習プログラムの概要を紹介しその評
価を行ったので報告する。
演習プログラムの概要：ＰＲＥＣＥＤＥ-ＰＲＯＣＥＥＤ
ｍｏｄｅｌは住民のニーズを把握する社会診断から
順 次 地 域 全 体 を 包 括 的 に 診 断 し て い く
ＰＲＥＣＥＤＥ部分と、実施から３段階で評価をすす
めていくＰＲＯＣＥＥＤ部分から成っている。プログ
ラムは最初にヘルスプロモーションの概要とモデル
で応用されている健康教育理論とモデルの概略の
説明を行い演習に進む。演習は１）モデル全体の
構成を理解するためのカード演習２）乳歯う蝕をテ
ーマに架空の町でＰＲＥＣＥＤＥ部分についてモデ
ルを体験する構成になっている。２）では行動診断
部分で保健行動の優先順位付けと目標値の設定
を行い、次いで教育・組織診断部分で限定された
保健行動について準備、実現、強化の３要因を検
討する。最後にＰＲＯＣＥＥＤ部分について講義形
式で事例を示し、その後質疑応答を行う。
演習プログラムの評価：プログラムが完成した後、
参加者を対象に質問紙による評価を行った。回収
数は４６３（１３ケ所）票で、平均年齢３８歳、３０～４０
歳代が全体の７０％であった。また、職種は保健婦
６１％、歯科関係者１４％、栄養±１１％、事務職
５％、その他１０％であった。質問紙は小山らの研
修評価シートを参考に作成し、項目は研修目標に
対する達成度、今後の業務へに利用可能性、研
修主催者に対する評価の３領域１２項目である。結
果として、今後の業務への利用可能性で、今後及
び将来活かせる内容を具体的に記述した者は全
体の７２％（３３１名）であった。その内容は、優先
順位付けなどモデルの手法の一部分の応用、生
活習慣病など事業対象となる分野での応用、事業
評価、計画策定、健康教育のプランニング、企画
立案などでの応用など様々であった。開発された
プログラムによって、様々な領域と場面での応用に
ついての可能性が示唆され、今後ヘルスプロモー
ションの実践が広まっていくことが期待される。
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